
　この『と、わ（To WA）』は、環境省から以下のよう

なコメントをいただいています。

　「商品企画からデザインまで、若い人が関わってい

ることに意義がある。」

　リターナブルびんが減少してきている状況において、

「World Seed」という若いメンバーの団体が『と、わ

（To WA）』を企画・開発したこと、若いデザイナーの

作品がコンペで採用されたことなど、とても意義あるこ

とです。『と、わ（To WA）』の登場は、ムーブメントと

して非常にパワーがあるというのが正直な感想です。

　『と、わ（To WA）』が広く流通していくためには、

まずは国をはじめ自治体や独立法人、地方公共団体

における会議等で採用して認知してもらうことが大切

です。また自治体の購買部や旅館、飲食店等のチャン

ネルを増やしていくことが重要で、さらに大量に使う

ことで単価を下げていく取り組みが広がることが望ま

れます。

　環境省では、まずは自分たちからということで、

2013年9月に開催された容リ法の審議会で『と、わ

（To WA）』を採用しましたが、今後も引き続き検討し

ていきたいと考えています。

4）福井県池田町 池田のサイダー「いけソーダ」

　福井県と岐阜県の境に位置する小さな山里、福井

県池田町で、「Rドロップス」に入った池田のサイダー

「いけソーダ」が誕生しました。開発したのは池田町

役場が出資する株式会社「まちＵＰいけだ」。中身は

町が手掛ける湧水のミネラルウォーター「ままの水」を

使い、後味すっきりの飲みやすい微炭酸のサイダーに

仕上げています。

　米どころでおいしい野菜を生産していることで評判

の池田町で農業が盛んなのは、まさにその地を流れ

る水がいいからです。「いけソーダ」は、そのおいしい

水をたくさんの人に味わってもらい、広く池田町をア

ピールしたいということで開発されました。

　「Rドロップス」の採用は、福井県のご当地サイダー

「さわやか」のメーカー「北陸ローヤルボトリング協業

組合」の紹介によるもので、ここで「いけソーダ」の充

填とあきびんの洗浄を行っています。

　「いけソーダ」は飲んだ後に、あきびんをお店に戻す

と50円返金という仕組みになっています。現在、町内

の観光物産店「こってコテいけだ」の他、福井市内の

ショッピングセンターにある池田町のアンテナショップ

「こっぽい屋」、東京の銀座にある福井県の観光物産

店「食の國福井館」など、町内外合わせて約１０店舗

で販売。また町内の温泉旅館「冠荘」では、宴会など

に使用しています。

　実は、この「Rドロップス」のびんには商品名が入っ

ておらず、「池田」という漢字表記とその周りを囲む「Ｎ

ＡＴＵＲＡＬ ＭＩＮＥＲＡＬＷＡＴＥＲ」という英文字

によるシンプルなデザインになっています。その理由

は、このびんに池田の湧水を使った中身をいろいろ入

れて、バリエーションを増やしていこうという、将来を

見越してのこと。まさにどんな中身にも対応してくり返

し使えるRマークびんならではの使用方法といえます。

今後の商品展開としては、紫蘇（シソ）のソーダや甘

酒のソーダなどが摸索されているようです。

5）900mlR マークびん・720mlR マークびん

　九州地域では地元で消費される本格焼酎の容器の

内、一升びんの出荷量は減少傾向であるのに対し五

合（900ml）びんは横ばいで推移、その80%以上が居

酒屋等の業務用に出荷されています。900ml びんは

丸正びんといわれる標準的なびんが一般的に使用さ

れていますが、ワンウェイ扱いで廃棄されるものがほ

とんどでした。

　そこでリユースびん導入を目的としたモデル事業が

平成15年から16年度にかけて環境省の旧エコ・コミュ

ニティ事業で採択され、リユースに適した900mlRマー

クびんが設計され、南九州域内の酒造メーカー 10社、

醤油メーカー 1社がそのリユースびんを採用し現在も

流通しています。

　このリユースびんの設計にあたっては、製造者、販

売会社、びんの回収業者など商品の流れに関わる各

会社が参加して委員会を立ち上げ、議論、検討を行い

規格統一びんが作成されました。

　主たる使用先である鹿児島県大口市の酒造会社で

は年間出荷本数147万本のうち約58%の85万本が回

収され、そのうち鹿児島県に限っては93%程の高い

回収率となっています。（公益社団法人環境生活文化

機構データ）

　九州地域では本格焼酎向けに900ml Rマークび

んが展開されたのに対し、東北地域では福島県郡山

市において中身は日本酒、容量は日本酒業界では一

升（1.8L）びんの次にスタンダードである四合

（720ml）びんでリユースを目的とした取組を2011年

から始めました。

　この取り組みは「郡山モデル」と名付けられ既に一

部地域で導入されている720ml Rマークびんを活用

する形で、自治体（郡山市）、酒造メーカー、流通（卸・

小売・生協）、資源回収組合、消費者団体が一堂に参

加し推進協議会が設置されました。初年度は約8万

本の720ml Rマークびんが県内より回収され、一本あ

たり1円が東日本大震災復興支援として推進協議会よ

り福島県に寄付されました。そしてこの取り組みは

2012年に県庁が参加することにより、正式に福島県

全域へと拡大することになりました。

　販売店の店頭ではネックリンガーを商品にかけて

消費者への認知度を高めるなど、リユース率が高まる

よう消費者への啓発活動が進められています。

900ml Ｒマークびん

▲

720ml Ｒマークびん

▲

▲ ネックリンガー

（出典：ガラスびんリサイクル促進協議会）

（出典：ガラズびんリサイクル促進協議会）

▲ 「こってコテいけだ」（左）と
　 「食の國福井館」（右）で販売されている「いけソーダ」
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